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平成30年度より設置されたCSWの活動が１年経ちました。
実際にどんな支援をしているのか、活動を一部紹介します。

高　齢
・近所や地区との関わりが少なく、独り暮らしが不安。
・生活費のやりくりが自分で出来ず生活に困っている。
・家の片づけができず、ごみ屋敷状態になっている。

障がい
・仕事をしたいけれどなかなか働けない。
・仕事をしても続かず、短期で仕事を繰り返している。
・ひきこもり状態になっていて、何から始めていいのかわからない。

母　子
・子育てやご近所さんとの関係で悩んでいる親へのサポートは何かありませんか。
・小学校でのケース会議に参加。

その他
・どこに相談したらいいのかを教えてほしい。
・一緒に専門機関に相談に行ってほしい。
・心配な人が居るので話を聞いてほしい。

個別支援

コミュニティー　ソーシャル　 ワーカー

活動レポート！

【延べ相談件数 301件】 【相談経路 76件（新規）】

1人1人の
お困りごとに寄りそい、
本人・家族全体の
支援を行います

相談内容

相談実績

ＣＳＷの取り組み

平成30年4月
～平成31年2月末
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ＣＳＷ（コミュニティー
ソーシャルワーカー）
とは？

多様化・複合化する福祉の「お困
りごと」に対応するため、課題を
受け止め、包括的に支援する仕組
みづくりのため、３つの役割を担っ
ている専門職がＣＳＷです。

地域支援
まちづくり協議会、
自治会単位として
支援します

しくみづくり
地域の福祉課題解決
のためのしくみづく
りを支援します

個別支援
一人ひとりの相談
を伺い、解決に向
けて取り組みます

地域支援・しくみづくり

お困りごとにお気付きの際はＣＳＷにご相談ください！

５月頃
　同じ地域の住民同士でちょっとした困りごとを助け
合える「ちょこボラ」のような仕組みを作りたい地域か
ら相談を受け、情報提供やイメージの共有をしました。

９月頃
　「実際に助け合い活動を行っている地域へ研修に行きた
いけれど、どこにあるのかわからない」という声を聞き、県
内で活動している地域に協力を依頼しました。
研修会では、助け合いのしくみや、活動者の想いをうかが
いました。

10月～　これからも
　研修後の話し合いにも参加し、地域のお困りごとについ
て自分たちに出来ることは何かを考え、今からどのように
取り組んでいけば良いのか話し合いました。

　１年間の活動を通して、今まで相談機関につながらなかった複雑な福祉課題を抱えた方の相談が寄せら
れるようになりました。また、地域の方との関係性も少しずつ築くことができ、つながりの大切さを改め
て感じます。
　今年度も、１人ひとりと丁寧に向き合いつつ、各関係機関と連携しな
がら、あたたかい地域づくりのお手伝いを続けていきたいと思います。
　ＣＳＷはこれからもあなたの地域に伺います！

☎0595-82-7985

※ちょこボラ＝ちょこっとボランティア

地域にどんな支援があったらいいのか？を
一緒に考えて組み立ての支援を行います

平成30年度はこのメンバーで取り組みました！

－２－



　みどり町の菅　昌さんがボランティア活動を積極的に行い、
地域の福祉向上に貢献されたことをたたえるボランティア功
労の厚生労働大臣表彰を受賞されました。
　菅さんは30代の頃から仕事をしながら約31年にわたって、
市内福祉施設ボランティアとして活動されています。
　現在はボランティアグループ「こでまり」の代表として施設
の創作レクリエーション活動をするほか、様々な団体として活
動しています。長年にわたって精力的に活躍されている菅さん
の活動が評価され、今回の受賞となりました。

亀山市には、私たちの生活の身近なところで活躍してい
る、福祉に関わる方々がたくさんいらっしゃいます。「社協
だより」では、それらの団体や活動について紹介します。

🅠�　ボランティアをしていて良かっ
たと思ったことは何ですか？

🅐�　沢山のお友達ができたこと
かなぁ。20歳以上年齢の離れ
た年上の方々と友達になれて、
また知らないことは何でも教
えてくれる関係になれたこと
が嬉しいです。

🅠�　ボランティアの魅力はなん
ですか？
🅐�　作品作りを通して喜んでく
れている様子が分かること
です。ボランティアに行くと
待っていてくれたり、喜んで
くれている気持ちは接してい
ると伝わってきて、元気と笑
顔をもらっています。

🅠�　長く続けるコツは？
🅐�　ぼちぼち、疲れないように
コツコツやることかな。

　�　私は仕事をしながらの活動
でしたが、それを理解してく
れて応援してくれる仲間にも
恵まれたことは大きかったと
思います。

🅠�　今後について何か目標など
はありますか？
🅐�　今後については「続けたい」
かなぁ。昔のようなエネル
ギーはないけど、仲良くして
くれる人とぼちぼち続けたい
です。

　�　あと、できれば新しい人にも
参加して欲しいなって思います。

🅠�　最後にひとこと。
🅐�　ボランティア仲間にも「来
て良かったな」と思って貰え
るような活動になるよう心が
けています。仲間同士で親睦
を深める活動も開催していま
す。新しい人にも、まずは仲間
作りやと思って覗いてみて欲
しいなぁ。

　受賞の感想を聞くと、「ええのんやろか、私で ･･･」と照れたように笑うお茶目な笑顔
が印象的でした。
　インタビューにもあるように、仲間作りや楽しく活動することを大切にしている菅さん

の周りにはいつも人が集まっています。ひとつひとつの質問にゆっくり考えてお答えいただき、ボラ
ンティア活動は「負担にならないように」「コツコツと」「楽しく」という言葉が菅さんの堅実なお人
柄を感じることが出来るインタビューでした。この度は受賞おめでとうございます！

ふく しだんのらしの あわせ

最前線！

…厚生労働大臣表彰受賞…

こでまり代表  菅
す が

　昌
ま さ

さん（66）

仕事をしながら
ボランティア

31年!
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　地域住民、ボランティア等が主体となって高齢者や子育て中の親子等の外出の機会の提供及び仲間作りの
場であるサロン活動に助成を行います。
１ 「ふれあい・いきいきサロン」（65歳以上の方及びその支援者）
２ 「子育てサロン」（子育て中の親子対象）
３ 「コミュニティサロン」（地域住民誰もが対象）
【助成要件】
・５人以上で組織する団体
・月に１回以上、１回１時間以上の開催
・原則として個人負担（食事代、材料代など）
【助成金額】
　月額3,000円（年間36,000円以内）
【申請期間】
　平成31年4月1日（月）～4月26日（金）まで
※申請期間外の申し込みについては個別にご相談させていただきます。

　社会福祉の向上を目的とする事業並びに地域住民のニーズに基づく地域福祉事業等に要する経費で、公的
補填のないものに対して行います。
※ただし、次のものは除きます。
①�役員会、総会、大会経費及び職員の人件費等、団体の運営に要する経費
②�２県以上にまたがる地区を対象とした大会や会議に要する経費
③�他団体から委託を受けた事業の経費補填
④�その他、社会福祉を目的とする事業と認めがたい事業の経費
【申請期間】
　平成31年3月15日（金）～4月12日（金）

　ボランティアセンターに登録している、またこれから登録しようとしているボランティア団体及び個人を対象
に、社会福祉の向上のために行うボランティア活動に要する経費で、公的補填のないものに対して行います。
　ボランティアセンターに登録すると、ボランティア基金やボランティア活動保険の助成を受けられる他、ボラ
ンティアルーム及びロッカーの使用や活動を紹介することで、グループのＰＲにも繋がります。
【申請期間】
　平成31年3月15日（金）～4月12日（金）

各助成事業の申請書は、あいあい３番窓口またはホームページからダウンロードできます。
申請受付時間は、土日、祝日を除く8時30分から17時15分まで。

平成31年度助成事業の募集を行います
サロン活動推進助成事業

共同募金配分金助成事業

福祉ボランティア基金助成事業
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●地域福祉シンポジウムを
　開催します

●福祉教育モデル園のパンフレットが
　完成しました！

善 意 の 寄 付（平成30年12月1日～平成31年2月28日まで）
鈴鹿農業協同組合 様、三重県遊技業協同組合 亀山支部 様、櫻井潤一 様、古河電工労働組合 三重支部
様、福西高弘 様、ボーイスカウト亀山第４団 様、亀の会 様
お寄せいただきましたご芳志は、社会福祉事業のため有効活用させて頂きます。厚くお礼申し上げます。

市総人口　49,546人　65歳以上の人口 13,087人（男性5,842人 女性7,245人）

世帯数　21,270世帯　18歳以下の人口  8,889人（男性4,586人 女性4,303人）

　　　　　　　　　　　高齢化率 26.4％　　　　　　　　　　　　　　　　　 �

亀山市の福祉指数（平成31年３月１日現在）

発行�社会福祉法人 亀山市社会福祉協議会�
〒519－0164�亀山市羽若町545番地�市総合保健福祉センター｢あいあい｣内
☎�0595－82－7985　FAX�0595－83－1578　
公式HP�http://kameyama-shakyo.or.jp　
facebook�http://facebook.com/kameyama.shakyo

印刷
株式会社�一誠堂

再生紙を使用しています。

　市と社会福祉協議会が策定した地域福祉
（活動）計画について、実際の取り組み状況
などを話し合うシンポジウムを開催します。
日時：平成31年５月25日（土）
　　　13：00～受付　13：30～講演
場所：社会福祉センター�３階　集会室
　詳しくは社協HPをご覧ください。

　福祉教育推進助成事業において、平
成29年度より2か年モデル園に指定し
た亀山市立加太保育園の野外体験保
育の取り組みをまとめたパンフレット
「里山で学び育つ加太保育園の子ど
もたち！」が完成しました。
　詳しくは社協HPをご覧ください♪

●入れ歯リサイクル事業にご協力ください

●日中一時支援事業を開始します

●居宅介護支援事業を廃止します

　使わなくなった「入れ歯」をご寄付ください。リサイクルをしたその収益金がユニセフを通じて世界
の子どもたちへの支援に役立てられます。ぜひ、ご協力をお願いいたします。

リ サ イ ク ル 対 象

①�入れ歯
�歯にかぶせた金属
�歯に詰めた金属
�歯と歯をつないだ金属

②�使っていないアクセサリー

入れ歯回収場所
●�総合保健福祉センターあいあい
　（西口玄関自動ドア横）
●社会福祉センター

　指定障害福祉サービス生活介護事業所つくしの家及びなかまの部屋では、平成31年4月1日より障が
い者（児）を対象に日中における活動の場を確保するとともに、日常介護している家族の一時的な負担
軽減を図ることを目的として日中一時支援事業を開始します。詳しくは社協のＨＰをご覧ください。

　本会では、平成31年3月31日をもちまして居宅介護支援事業を廃止することとなりました。
　事業は廃止しますが、地域包括支援センターの受託に伴い、これからも地域のケアマネジャーの皆様
と一緒に考え、住み慣れた地域で安心して暮らし続けられるよう支援してきますので、今後ともよろし
くお願い申し上げます。
　長年にわたり、ご支援とご協力を賜りましたことに厚く御礼申し上げます。


